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左
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
込
む
と
、
当
館
の
H
P
に
い
け

ま
す
（
左
上
の
画
像
）
。
こ
こ
か
ら
画
面
を
下
に

ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
、
画
面
左
側
に
メ
ニ
ュ
ー

一
覧
が
出
て
き
ま
す
（
左
中
央
の
画
像
）
。

　
主
に
学
芸
担
当
が
行
っ
て
い
る
博
物
館
の
取

り
組
み
な
ど
は
、
①
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
企

画
展
や
市
民
講
座
の
情
報
は
、
②
の
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
詳
細
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
③
の
証

明
書
発
行
に
つ
い
て
は
、
３
月
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
④
で
は
、
博
物
館
の
市
史
編

集
担
当
が
行
っ
て
い
る
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
発
刊
さ
れ
た
市
史
や
報
告
書
、
こ
れ
ま
で

博
物
館
で
発
行
し
て
き
た
広
報
誌
、
市
報
掲
載

コ
ラ
ム
な
ど
は
⑤
か
ら
各
ペ
ー
ジ
に
移
動
で
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
博
物
館
長
が
定
期
的
に
発

行
し
て
い
る
「
森
の
川
自
然
散
歩
」
な
ど
も
３

月
か
ら
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
H
P
か
ら
発
信
す
る
博
物
館

や
宜
野
湾
市
の
情
報
を
、
楽
し
く
ご
活
用
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

【
問
合
せ
】

  

市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-

９
３
１
７
　

　
今
年
も
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宜
野
湾

市
立
博
物
館
は
、
こ
の
６
月
で
設
立
20

周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
講
座
や
展
示
な
ど

で
、
こ
の
節
目
を
記
念
す
る
試
み
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
随
時

博
物
館
の
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
紹
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。
当
館
の
H
P
で
は
、
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ
か
に
も
、
広
報
誌

や
こ
れ
ま
で
市
報
に
掲
載
し
た
コ
ラ
ム
な
ど
も

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
や
移
動
時
間

な
ど
の
暇
つ
ぶ
し
に
、
当
館
の
H
P
を
覗
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

古
道
を
訪
ね
て 〜

大
山
か
ら
宜
野
湾
へ
向
か
う
道
〜

　
国
道
58

号
か
ら
大
山
貝
塚
に
む
け
て
坂
道
を

行
く
と
普
天
間
飛
行
場
の
フ
ェ
ン
ス
に
差
し
当

た
り
、
そ
の
右
側
に
は
大
山
貝
塚
と
大
山
発
祥

の
聖
地
「
ミ
ス
ク
ヤ
マ
」
の
拝
所
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
こ
の
道
は
、
「
ジ
ノ
ー
ン
ミ
チ
」
と
呼

ば
れ
、
宜
野
湾
村
の
中
心
で
あ
る
宜
野
湾
へ
向

か
う
道
で
し
た
。
ま
た
、
戦
前
の
大
山
の
綱
引

き
で
は
、
メ
ン
ダ
カ
リ
（
前
村
渠
）
と
ク
シ
ン

ダ
カ
リ
（
後
村
渠
）
に
分
か
れ
る
境
界
線
の
道

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
、
こ
の
道
を
東
へ
抜
け
て
宜
野
湾
に
向

か
う
と
、
そ
こ
に
は
「
ミ
ー
ガ
ッ
コ
ウ
」
と
呼

ば
れ
る
宜
野
湾
国
民
学
校
（
昭
和
16

年
以
降
）

が
あ
り
、
大
山
の
子
ど
も
達
も
そ
こ
へ
通
っ
て

い
ま
し
た
。
通
学
路
と
し
て
こ
の
道
を
通
る
子

ど
も
達
は
、
ミ
ス
ク
ヤ
マ
の
前
に
差
し
掛
か
る

と
ミ
ス
ク
ヤ
マ
に
向
か
っ
て
一
礼
し
て
学
校
へ

向
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
同
じ
道
で
も
宜
野
湾
側
か
ら
は
、
こ
の
大
山

へ
向
か
う
道
を
「
ウ
ヤ
マ
ミ
チ
」
「
ガ
ッ
コ
ウ

ミ
チ
」
「
ソ
ン
ド
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
道
は
大
山
か
ら
宜
野
湾
へ
抜
け
る
だ
け
で

な
く
、
宜
野
湾
を
抜
け
て
長
田
へ
向
か
う
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
宜
野
湾
の
東
西
横

断
線
の
道
で
し
た
。

　
今
で
は
普
天
間
飛
行
場
の
た
め
、
道
は
途
切

れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
こ
の
道
を
利
用
し
た

人
び
と
に
と
っ
て
は
、
思
い
出
の
残
る
道
な
の

で
す
。

【
問
合
せ
】

  

市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-

９
３
１
７
　

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？

180

市立博物館

イメージキャラクター

天女ちゃん

宜
野
湾
市
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
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▲宜野湾へ向かっていた道　2019（平成31）年　

　正面の森は大山貝塚

▲大山の聖地「ミスクヤマ」拝所　2019（平成31）年

■博物館ホームページ

■メニュー  一覧

◀博物館

　ホームページ

時
間
を
持
て
余
し
た
ら

　博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
　

　
　

お
互

いに　未来を掴もう
　

共
同

参
画

平成30年度

男女共同参画フォーラム

昭和歌謡劇でほっこり。 男女共同参画

～ 輝く女  ヒデ子の生涯 ～

　2 月 28 日（木）、中央公民館にて、平成 30 年度宜野湾市男女共同参画フォーラムを開催しました。

多くの方に興味を持っていただけるよう、「落語」と「昭和歌謡劇」を取り入れた内容となりました。

私たちの生活をめぐる状況が変化していく中、「男性は仕事、女性は家庭」といったこれまでの性

別による固定的な役割分担にとらわれることなく、あらゆる分野でそれぞれの個性と能力を発揮し、

喜びや責任を分かち合うことができる男女共同参画社会の推進が必要となってきています。フォー

ラムではお互い協力し合う事の大切さ、自分らしく生きることの大切さを、笑いを交えながら楽しく

紹介しました！

世の中には、様々な夫婦の形があります。

この噺は、横柄な夫が妻への感謝の気持ちを

妻に聞かれてしまう内容です。おもしろく、臨

場感たっぷりの落語で話していただきました。

落語家：おきらく亭すい好▶

多くのご来場、

ありがとう

ございました！

（ヒデ子）

第１部  落語  替わり目

地域連絡会のみなさんで考えたオリジナルの

劇を、昭和歌謡曲を交えて演じました。

2030年の宜野湾市が舞台となっており、主人

公の人生を振り返りながら、男女共同参画に

ついて考えるきっかけとなるような内容。笑い

あり、感動あり、大盛況のうちに終えました。 ▲出演者：市男女共同参画行政地域連絡会、

　　　　  市女性団体連絡協議会　他

第２部  昭和歌謡劇

問合せ／市民協働推進課 平和・男女共同係　☎893-4411　内線421
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当日は市内外から82名もの方が来場

しました! 多くのご参加、ありがとうご

ざいました!

 ・ 一生懸命の演技が心に響きました。

素晴らしかったと思います。楽し

かった。

 ・ 「手話」もあってより多くの人が参加

できて良かったと思います。

 ・ 人生を自分らしく生きるって事は、

大切な事ですね！

参加者の声

オープニング演奏：

ギターアンサンブル　エモシオン

学び、ふれあい、感じる実践の場

　
新
年
度
を
迎
え
職
場
や
学
校
な
ど
の
新
し
い
環
境
で
の

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
時
期
は
、
緊
張
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
不
調
を
感
じ
や
す
い
時
期
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
90
％

以
上
は
対
人
関
係
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
対
人
関
係
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
る

氣
質
学
で
自
分
や
相
手
の
タ
イ
プ
を
知
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
方
法
を
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
学
び

ま
す
。
ま
ず
は
自
分
を
知
り
、
相
手
と
の
違
い
に
氣
づ
き
、

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
講
座

氣
質
学
で
楽
に
な
る
！

〜
自
分
と
相
手
を
認
め
合
う

　
　
　わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

講
　
師
　
島
袋
盛
子
（ 

し
ま
ぶ
く
ろ 

み
つ
こ 

）
さ
ん

　
　
　
　
（
一
般
社
団
法
人
氣
質
学
協
会
理
事
　

　
　
　
　  

氣
質
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
講
師
）

日
　
時
　
５
月
14
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く 

講
堂

対
　
象
　
関
心
の
あ
る
方

定
　
員
　
32
人(

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

　
　
　

受
付
開
始
　
４
月
15
日
10
時
よ
り
　 

受
講
料
　
無
料

託
児
あ
り
　
（
希
望
者
は
、
申
し
込
み
時
に
受
付
）

申
し
込
み
・
問
合
せ
先
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　
　
宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22
号

　
　
電
話
８
９
６ - 

１
６
１
６

お楽しみに!
みんな来てね!

う
な
い

い
き
ー

※

講
座
申
し
込
み
時
に
氣
質
学
学
問
の
性
質
上
、
事
前
の
資
料

作
り
や
グ
ル
ー
プ
分
け
の
為
、
生
年
月
日
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
了
承
の
上
、
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回 

ふ
く
ふ
く
講
座


